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利用・用途・応用分野

ＩＴ・通信・ソフトウェア、エリア通信ネットワーク、無線タグ等多チャンネルネットワーク製品

目的・課題 解決ポイント

近年同時にあらゆる所との通
信」を可能とするユビキタス通
信の実用化が注目を集めてい
るが、従来の通信システムは
ユビキタス通信に対して必ずし
も適合性がよいものではなかっ
た。通信形態の自由度があり、
多様な形態の応用分野に適用
可能であり、ユビキタス通信へ
の適合性の良好な通信システ
ムの提供を課題とする。

各通信ノードの送信信号に対しリンク識別用
の拡散系列による拡散により、各通信ノード
から受信したリンク信号の識別分離が可能で
ある。複数の通信ノードから受信したリンク信
号の伝搬過程で生じた位相回転を修正でき
る。その結果、所望の１対の通信ノード間の
デ－タ伝送で、経由した通信段数と各通信段
を構成するノード数が増大するに従って受信
Ｓ／Ｎ比は増大するので受信レベル変動の大
きな空間でも、低い送信電力を用いて誤り発
生確率が小さく安定な通信を提供できる。
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【 分散ノード通信システムの基本構成を示す図 】
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本分散ノード通信システムは、
通信形態の自由度が大きく、
多様な形態の応用分野に
適用可能である。
ユビキタス通信への適合性も
良好な通信システムである。


